
INF石巻企画会議	
 議事録メモ 

日時	
 	
 平成２５年３月２２日(金)	
 14:00~17:00 
出席者＜敬称略＞ 
	
 	
 	
 （石巻市）高橋章弘（商工観光課課長補佐）、千葉茂（雄勝総合支所次長） 
	
 	
 	
 （石巻かほく商工会）沢村文雄会長、伊藤誠也副参事、小松光青年部長 

（INF）南出理事長、佐藤健之副理事長、永井副理事長、萱場理事、久保理事、 
	
 	
 	
 	
 鈴木艶子理事、櫻井、池内、岡室、郷右近、歳原、 
	
 	
 	
 	
 古思(事務局)、伊藤誠(事務局) 

会場	
 	
 	
 石巻市役所	
 プレハブ会議室 

１．会議で確認された項目 
（１） INF第１２回全国大会	
 ｉｎ石巻	
 日程、会場 

① 日程	
 ９月２７日(金)１２時半から現地視察 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １５時半から会議 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １８時半から懇親会（会場石巻グランドホテル） 
前夜祭と当日午前中の現地視察も実施する方向で検討する。 

② 会場 
視察は観光バスで石巻駅発、会議会場は河北総合センタービックバンの予定で

あったが、懇親会場まで３０分程度かかるので、会議場をグランドホテルある

いは石巻専修大学等にて行えないか検討する。 
（２） 実施主体 

石巻かほく商工会および INF主催 
石巻市役所	
 支援 

（３） 費用 
参加費で賄うことを原則とする。 

	
 	
 	
  不足分については別途検討。 
（４） 参加者と業種	
  

石巻地区の参加企業は北上商工会が石巻商工会分も含め、取りまとめる。 
業種は水産業に限らない。 
石巻内陸部は水産加工業のみならず、建設業や電子機器製造等の事業所も多い 
 

（５）メインテーマ 
「リスタート石巻」  
～ゼロからの出航	
 	
 支援から協働へ～  
 
負けねーど石巻、がんばっぺ石巻等の案もあり。 
今年はサンファン号から４００年の節目の年であり、石巻市としては出航の文

字は入れて欲しい。 



	
 	
 （６）会議のプロジェクトテーマについて(発言順は変更してまとめた) 
	
 	
 	
 	
 今後、地元の要望をもとに決定するが次の三点から検討しては。 

① ブランド力 
② 交流 
③ 地元の要望	
 	
 	
 	
 	
 （事務局） 

 
大会の主目的は場の提供により、企業が出会い、相互に意見を交換することが大切。 
岩手や福島の被災企業の事例発表参加も検討しては。(理事長) 
 
ブランド力その他に関して 
	
 商品のサイトでの PRや販売等は立ち上げているのか。 
	
 商品力、ブランド力がないと、今後震災の記憶が薄れていく中では、売れなくな

る。 
石巻も日本中小企業がおかれた状況と同様であり、今後、地域でブランド力を上げ

ていき、復興のきっかけをつくることが必要ではないか。（雪室の事例が参考にな

る）ブランディングをやる企業に協力する企業をマッチィングさせてゆくこともで

きるのではないか。(INF会員) 
 
地元企業は震災によって、売り先を失い、販売量の回復が難しくなっている。また、

地域によってはインフラや住宅の復旧もまだの地域（雄勝、牡鹿）も多く、復旧の

テンポも差がある。全国からの復旧支援が一段落してきている中、事業のパートナ

ーを求めている企業も多い。水産加工業の事業所が多い。 

	
 震災後、全国から石巻が注目されてきており、世界３大漁場である三陸の商品や

地域を PRし、今後の発展のチャンスにできることは確かであるが、２,３年程度の
期間、売るのは可能だが、今後も継続して販売するには、商品力、ブランド力をつ

けることが必要。 

これまで、商品力向上はやってきているが、失敗例も多く、北上のシジミは乱獲し

て、稚貝がなくなり漁ができなくなった。沿岸の漁業の漁師は東京築地市場へ出す

ことで満足しており、漁協との関係もあり、ブランド化や付加価値向上の意識は薄

い。地元の農業や漁業者が積極的に取り組む姿勢に乏しいこともある。（石巻市） 

	
 雄勝の牡蠣養殖の漁師を支援しており、直販を支援しているが、口コミにより、

１００件を超える一般市民からの注文が来るようになった。四月に東京の厚木商工

会議所が支援し、雄勝復興まつりを開催予定。一漁師で実施しており、今後は行政

等の支援が必要となっている。（歳原氏） 
 
	
 ビジネスマッチィングを今回の会議ですぐに進めることは難しいのでは。 
	
 意欲の喚起やあなたたちを忘れないというメッセージを出していくことが大切



ではないか。被災者は家や仕事を無くし、２年を経過し、働く意欲を無くしている

人も多い。(INF会員) 

	
 商品自体の流通量が減少している対策も大切である。会議のあとに継続して企業

間で連絡しあい、マッチングができるように、参加企業の名簿に業種や商品等の 
情報を掲載してほしい。 
	
 地元企業には外部企業からアドバイスを欲している企業も多い。（北上商工会） 

	
 （７）会議の形式 
	
 	
 	
 	
 全体会議、分科会、小グループ等の会議形態はテーマや現地団体に要望をもとに

検討する。 
	
 （８）実行委員会の立ち上げ 
	
 	
 	
 	
 商工会、INF等で委員等を人選し、立ち上げる。 
	
 （９）今後の会議の日程 
	
 	
 	
 ４月１９日(金)東京会議 
	
 	
 	
 ５月会議（東京） 
	
 	
 	
 ６月会議(石巻) 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 以上 


